ベールを脱いだ古代日本史Ⅱ　伊勢神宮に秘められた謎―よみがえる縄文の男神と女神　
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｢第９章　情報へアクセスするには｣　より
内なる英知
<目的>
心の奥底には、自分の本質がある。
それは叡智の源でもあり、安らぎと愛、喜びの尽きることのない源である。
この内なる存在は、自分自身であり、常に自分と共にある。
普段は心がせわしく働いているので、気がついていないだけだ。
恐れや批判、不安や不満などに左右されない、自分の本質。
　※このＣＤ（詳細は第９章へ）では、この自分の本質に気づき、その手助けを得ることを目的としている。

<全体の流れ>
ナレーションに従って、リラックスしていく。
呼吸に意識を向ける。
雑念が浮かんできても、感謝する。
ヘミシンクによって深い意識状態へと導かれていく。
この静かな感覚、単に存在するという感覚は、常に自分と共にあることに気づく。
この感覚は、自分自身、自分の本質。
恐れや批判、不安や不満などに左右されない、内なる存在。
安らぎと愛、喜び、尽きることのない英知の源。
心配や不満を感じるときは、この内なる本質に助けを求められる。
自分の思いどおりにならない状況を思い描く。
別の視点からとらえられないか、尋ねる。
心に思い浮かぶ考え、イメージ、感情に注意する。
しばらく、この状態で、新たな視点を探求する。
通常の目覚めた状態に戻る。
受け取ったメッセージに感謝する。
肉体に意識を戻す。

<記録をとる>
<グランディング>

第1章 弥彦山に封印された霊
彌彦神社と祭神
天香山命は高倉下か?
・高倉下(たかくらじ)は霊剣・布都の御魂をもたらし神武天皇を覚醒させた。海部氏は邪馬台国連合の中の一大勢力で、卑弥呼を輩出。海部氏の首長が天香山命⇒邪馬台国連合の中の重鎮のひとり
・宮中以外で鎮魂祭(本当は封印の儀式)が行なわれるのは、弥彦神社、石上神社、物部神社のみ
・崇神天皇の時代に物部連の祖・伊香色雄(いかがしこお)が三輪山に大物主神を封じ込めるために行った儀式である。

弥彦へ
弥彦神社を歩く
・｢三輪山の龍神と私は仲間だった。あなた(坂本さん)は三輪山の龍神とつながっていた。だから、三輪山の龍神を通して知っていたのだ。｣この存在は、迎えに来た仲間の龍たちと一緒になって、上へ上へと上がっていった。
・天香山命というのは実在の人物で、亡くなって、弥彦山に葬られたのよ。だから、頂上に御廟があるの。」

弥彦山頂上へ
ヘミシンクでさらなる情報を得る
・フォーカス34/35は地球生命系への出入り口のある意識レベルで、多くの地球外生命体が集まって地球を観察している、また、自分のトータルセルフであるI/There(アイゼア＝向うの自分)が存在する状態でもある。
2012.7.1(日)　フォーカス34/35へ
・救出した存在に会うか、または、その存在についての情報を教えてもらうことを目的として。
・「彼はリハビリテ―ションのための施設にいます。…癒しを受けています。」
・「あなたは誰ですか？」⇒「トートの分身」
・「人間として生まれた存在。あくまでも人間。シリウス系の龍族と関係の深い存在です。
・縄文時代の日本には多くの龍族が関わっていました。ニュージーランドのワイタハ族とも関わっていました。日本では天橋立あたりと弥彦山、それに三輪山で龍族と関係の深い人が人間として生まれて、地元の族長・神官になり、龍族と交信するということが行なわれていました。…。アマテラス族が攻め込んできて、征服され、この人物は殺されました。そして、弥彦山の頂上に埋葬されました。封印の儀式（鎮魂祭）を行いました。三輪山に封印されていた存在は神として崇められていた龍のほうでしたが、弥彦山に封印されていたのは、神としての龍ではなく、王としての人のほうです。」
『ベール』に書いたが、私（坂本さん）は縄文末期（紀元前562年頃）三輪山の地域に住む縄文部族の長だった。
龍型シリウス人は大物主神と後で呼ばれるようになった生命存在である。この龍神は、崇神天皇の時代に物部伊香色雄（いかがしこお）の鎮魂の儀式によって三輪山に永らく封印されてしまった。
天香山命も縄文末期の私と同じように地域の王で、龍型生命体と交流していた。弥彦山の場合は三輪山の場合とは逆で、龍神ではなぃ、人間のほうが封印されていたのだ。

太陽神アマテルと龍神
・籠神社の祭神であり海部氏の祖神でもある彦火明命（ひこほあかり）は、竹で編んだ籠船に載って、海の彼方の海神の宮（龍宮とも常世ともいう）に行ったという故事が籠神社に伝わっている。それが、籠神社の由来でもある。⇒籠神社のＨＰ、最初に龍
・海部氏が渡来する前にこの地にいた縄文人が龍神（龍型シリウス人）と交流があり、龍神を祀っていたのを、アマテルを祀る海部氏たちが受け継いだとも考えられる。
あるいは、縄文人たちが龍神と交流があり、さらに海部氏もそれを引き継いで交流したとも考えられる。

アマテラス族の祀る神
城の山古墳からヤマト政権の出土品
・2012年9月6日、古代史を塗り替えるニュース。

第2章 香取・鹿島神宮の要石の謎
香取・鹿島神宮の歴史
要石が押さえているものとは
香取神宮へ
要石の真の意味は
再び香取神宮へ
鹿島神宮に漂う気
龍神との交信

第3章 縄文の男神と女神の復活
生命エネルギーとは
生命エネルギーの男性性と女性性
大昔に女神あり―瀬織津姫の物語

第4章 トートとディアナ
・フォーカス・レベルの番号が大きくなるにつれ、より高い意識レベルを体験する。知覚がより大きく広がり、自分と他の多くの人や生命体とのつながりを把握するようになる。フォーカス・レベルの違いにより、つながりを感じる範囲は異なる。番号が高いほど広範囲のつながりを体感する。地表から離れれば離れるほど、広範囲が見えてくるのと同じだ。
I/There（アイゼア）
・フォーカス34 ／35では過去世と現世の自分の集団が知覚できる。

・自分とは、今生きているこの自分だけでなく、過去のさまざまな時代、さまざまな国・地域で生きた自分（過去世）がいる。中には地球以外の生命系で生きていた、あるいは生きている自分も多数いる。
I/There（アイゼア）クラスター
フォーカス４２では、互いに関連する人どうしのアイ・ｾﾞアがつながり、一つの集団を形作っているのがわかる。それをモンローはアイ・ゼアと呼んだ。

I/There（アイゼア）スーパークラスター
フォーカス４９というさらに上のレベルへ行くと、さらに多くの人たち（生命体）たちも含まれてくるようになる。この集団をモンロー自身は「多くのアイ・ゼアクラスターがつながった無限の海」と呼んだが、モンロー研のプログラム参加者にはアイ・ゼアスーパークラスターと呼ぶ人もいる。
古代の神々
・アイ・ゼアスーパークラスターには全体を導くリーダー的存在が10名ほどいる。彼らは地球上のさまざまな地域で古来から神聖な存在として把握されてきている場合が多い。呼び名は地域や時代によってまちまちである。リーダー的な存在の１人はインドで観音と呼ばれた存在である。同じ存在はローマでは月の女神ディアナ、ペルシャではアナ―ヒタ―と呼ばれていた。この同じ女神は古代日本でも把握されていた。慈愛、癒し、清めを象徴している。それは、縄文人の祀った瀬織津姫でもある。
リーダー的存在にはほかに、古代エジプトでトートと呼ばれた神的存在もいる。知恵の神である。それは縄文人の祀った大己貴神オオナムチあるいは出雲の神である大国主神でもいい。
他にはキリスト教で大天使ミカエルやガブリエルと把握される存在たちもいる。
特定の宗教観を持っているとその神や仏として知覚される。…『ベール…』復習。
地球コアの生命体と交信したときのメッセージ
「地球上のいろいろな地域を担当する生命体がいる。彼らには男性性と女性性の両方が均等に存在する。海の中にある」

男神、女神につながる
・トートとディアナ
・大己貴神（オオナムチ）と瀬織津姫
・大国主神と須勢理毘売命（スセリビメ）
・天照大神（アマテル）と市杵島姫（イチキシマヒメ）
・勢至菩薩と観音菩薩
・大天使ミカエルと聖母マリア
・メルクリウスとディアナ
・ヘルメスとアミテミス
・ヘルメスとアルテミス
・トートとイシス

男神としての太陽と女神としての月
・太陽と月の光を浴び、そのエネルギーを十分に感じる練習をしておくとよい。その中の男性性、女性性を感じ意識を合わせる。
・太陽も月もそのエネルギーに意識が合うと、これらの天体を通して、我々のアイ・ゼアスーパークラスターにある男性性を象徴するトートと女性性を象徴するディアナにつながることができる。
生命体としての天体
・天体は生命体
・多数の星から成る銀河系はそれらの集合意識
・天体にも性別がある。地球は女性、太陽は男性。銀河系は女性、アンドロメダ銀河は男性で夫婦関係にある。
第5章 伊勢神宮の謎を解く　⇒コピー資料有り
通説としての歴史
・正式名称は「神宮」
『ベールを脱いだ日本古代史』
伊勢神宮訪問
・神社はパワースポット
・オリオン大戦―太古に起こった星間戦争
外宮を歩く
別宮・多賀宮（たかのみや）のエネルギー
内宮の陽の気
別宮・荒祭宮でディアナと交信
・国魂、日本という国を担当している存在
地形学的な考察・活断層とパワースポット
・中央構造線。この断層は縦ずれ断層の中の正断層。断層の北側は下へ、南側は上へずれている。上へずれた部分では生命エネルギーの男性的な側面が強く
陰陽二元論と卦からみる伊勢神宮
・陰と陽は相反しつつも、一方がなければ他方も存在しえない。善悪二元論とは異なる。
・普段使っていない言葉などがい1日に2度以上、しかも全く異なる状況で出てくる場合、ガイドからのメッセージだと受け止めることにしている。
・八卦とは占いとは本来関係ないものであり、宇宙の根本原理を表している可能性すらある。生命エネルギー。伏義（ふっき）によって考案された。古代中国の創世神話に登場する神。その姿は人頭蛇身。妻の女媧と絡み合った姿で描かれる。八卦を考案し、網を発明して民に狩猟や漁労の方法を教えたとされる蛇神である。
・易経によれば、爻こうと呼ばれる棒によって構成される記号。
八卦（はっけ、はっか）は、古代中国から伝わる易における8つの基本図像。すなわち、
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の八つ。
・伏義によると、宇宙の万物の生成過程は「太極―両儀―四象―八卦」

第6章 日吉大社の磐座と男女神
八王子山の磐座へ
牛尾神社と三宮神社とディアナとトート
・ここは天と地を結ぶ場。天から降りてくるエネルギーと大地から噴き上げるエネルギーがぶつかり合うところ。共に両方の性の側面がある。　　　　　　　　　古代ではここで神々を降ろすということもやっていた。それは龍型シリウスだったり、その他の生命体だったりした。神々とつながることもやっていた。それはディアナやトート、あるいは土地の神。

トートが話しかけてきた。
「ここまで来てくれてありがとう。降り道はホッとしていて意外と交信がしやすいのだ。こういう山を登ってくると意識も高いレベルへ上がってくる。古代人はこうやって意識を高めて神々と交信した。ヘミシンクも同じことをやっている。フォーカス35や42へ上がってきて、我々とつながっている。あなたは過去世で山へ登って神々とつながるということをやっていたので、山へ登るとつながりやすいのだ。」
パワースポットとは
宇宙から降りてくる生命エネルギーと大地から噴き上がる生命エネルギーがぶつかるところ。
両方のエネルギーとも男女の側面がある。
大地のエネルギーの男性的側面として、大地の神とか国魂がいて、その女性的側面として、その奥方がいる。

2012.10.9
地球コアの生命体との交信
「地球上のいろいろな地域を担当する生命体がいる。彼らには男性性と女性性の両方が均等に存在する。海の中のある領域を担当する存在もいる。彼らも両方が共にいる。ただ、人間には男性性がより前面にでるように感じられることが多いので、地主神は男性であることが多いが、必ず奥方を伴っている。だから、両方の性を感じてはいるのだ。本業は両方が同じ強さだ。地球コアのフォーカス27ではそれらが個別の生命体として存在している。今、こうやって交信しているのをみてもわかるだろう。フォーカス35ではその集合意識として、あなたがペレと呼ぶような女性的存在がいる。地球は全体としては女性性が優位な天体だ。フォーカス42では、他の惑星とつながり大きなネットワークを組んでいる。」
第7章 諏訪大社と祭神の謎
上社に二つの宮、下社に二つの宮、計４つの宮

上社
前宮と本宮
・本宮は北西から山麓に沿って２キロほど行ったところにある。
・幣拝殿と片拝殿のみで本殿を持たない、諏訪造りという独特の様式を持つ。
・創建の古い神社の神体山がさほど高くないのは、その頂上で神を降ろすということをある程度の頻度で行なったという事情がある。
下社
春宮と秋宮
神職
御柱祭
紀元前562年、三輪山の山頂で儀式を行うことで龍型シリウスと交流していた。
御柱祭の起源は相当古いと言われているが、おそらく縄文時代までさかのぼると思われる。４本の御柱の意味だが、諏訪大社の神長官守矢氏の伝えるところによると、ミャクジ神の依代（よりしろ）ということである。
祭神の謎
なぜ建御名方神は軍神として崇められたのか
神長官守矢氏
ミシャグジ神とは
ミシャグシ神(男性)⇒蛇神、ソソウ神(女性)⇒蛇神
高龗神（たかおかみのかみ）と闇龗神（くらおかみのかみ）龗とは靈に龍で、レイとも読み、龍の古語
歴史的考察
推論――高次の存在との交信から
いざ諏訪大社へ
上社前宮――古代の聖地
上社本宮――古代と今が交差する場
下社秋宮――優しさの薫る聖域
下社春宮――凛とした気が漂う
諏訪大社のまとめ
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第8章 宇宙と地球をつなぐ・「伊勢神宮でエネルギーの流れが悪いのはどうしてですか？」
・「まずディアナやトートというのはかなり上位の意識存在だということを理解してほしい。Ｉ/Ｔｈｅｒｅ（アイゼア）スーパークラスターの代表というレベルではない。もっと上だ。地球には男性と女性の両方のエネルギーがあるが、その上位にはトートとディアナがいる。」
これまでのトートとディアナは、Ｉ/Ｔｈｅｒｅ（アイゼア）スーパークラスターを代表する存在だという位置づけだった。それが、ここでは、地球の生命エネルギーの上位にもトートとディアナがいるとのことだ。
生命エネルギーの男性的・女性的側面と男神・女神
・フォーカス・レベルが高くなるにつれ、より大きな自分の集団が存在する。例えばフォーカス34/35にはＩ/Ｔｈｅｒｅ、フォーカス42にはＩ/Ｔｈｅｒｅクラスター、フォーカス49にはＩ/Ｔｈｅｒｅスーパークラスターがある。
・それぞれのその集団を代表する存在たちがいるのだが、フォーカス49のスーパースラスターの代表であるトートやディアナの場合、人の姿をとって現れることもあり、生命体という印象がある。と同時に、慈愛とか知性というエネルギーの一側面という感覚も強くなる。
・実は、さらに上の段階にはさらに大きな集団があり、その上にはもっと大きな集団がある。上に行けばいくほど、エネルギー的な存在になり、エネルギーそのものになる。
・そういった生命エネルギーの男性的な側面と女性的な側面もトートとディアナと呼んでいい。それは純粋な高次のエネルギーである。
・地球の場合もコアのフォーカス27には土地神とか国魂に相当する存在たちがいるが、同様により高次の意識レベルに上がっていくと、他の天体などを含むような、より大きな集団がある。その男性的側面と女性的側面は生命エネルギーそのものになっていく。それもトートとディアナであり、同じように生命エネルギーそのものである。
・宇宙のエネルギーとか天のエネルギーと呼ばれるものは、前にお話ししたように銀河系コアから発せられる生命エネルギーである。
・大地のエネルギーというのは地球コアから発せられる生命エネルギーである。
・宇宙のエネルギーも大地のエネルギーも源を同じくする。水源が同じで、蛇口が異なるようなものだ。
・伊勢神宮のようなパワースポットは本来、宇宙からのエネルギーと大地からのエネルギーが出会い、つながり、一本の道筋ができあがるところである。
・源から出たエネルギーが銀河系コア経由で流れ出てパワースポットへ至る経路と、地球コア経由で流れ出てパワースポットへ至る経路があり、両者が出会うのがパワースポットである。そこがつながることで大きな循環路ができあがり、両方の流れが滞らなくなる。
・我々が祀るのはおそらくＩ/Ｔｈｅｒｅスーパークラスターというレベルに存在するパターンとしてのトートである。それよりも上位にある純粋エネルギーとしてのトートはあまりに純粋すぎて我々は意識化できない。だからたぶん、人間にできることはＩ/Ｔｈｅｒｅスーパークラスターにある、一つの神としてできあがったイメージに自分の意識を合わせることだと思われる。
・我々がそういったＩ/Ｔｈｅｒｅスーパークラスターに存在するトートのさまざまなバージョンを祀ることで、さらに上位の概念である純粋エネルギーのトートにもつながっていく道筋ができる。それは宇宙と大地の両方のエネルギーを結びつけることにもなるのだ。
・内宮⇒正宮では男神トートを祀る。
荒祭宮では、女神ディアナを祀る。
外宮
・多賀宮を正宮とし、女神ディアナを祀る。
・正宮は大幅に縮小し、男神トートを祀る。
他にもいろいろなバージョンが可能だろう。
ただ、これでもピンとこない人が多いと思う。そういう人の場合は、前にお話ししたように、男神として太陽、女神として月を意識するといい。普段から日の下に出て、日の光を浴び、そのエネルギーを十分に感じる練習をしておくといいと思う。その中の男性性を感じ、それに意識を合わせる。それはトートに意識を合わせることになる。
・同様に、月の光の下、月の優しいエネルギーを感じる。その中の女性性を感じ、それに意識を合わせる。それはディアナに意識を合わせることになる。こういった練習を十分にしてから、伊勢神宮へ行き、内宮・本宮で男神としての太陽に意識を向ける。外宮・多賀宮で女神としての月に意識を向ける。こうすれば、伊勢神宮の地のエネルギーが本来のトートとディアナにつながると思う。
・あるいは、生命エネルギーの男性的側面と女性的側面を直に感じるということでもいい。
結論

第9章 情報へアクセスするには
・過去10年間ほどヘミシンクのセミナーに何度も参加し、、工事の意識レベルへ行き、そこでさまざまな生命存在と交信するという体験をしてきた結果である。
(1)はじめてのヘミシンクBOX
(2)驚異のヘミシンク実践シリーズ0 ヘミシンクの入門の入門
(3)ゲートウェイ・エクスペリエンス Wave I~Wave VI
(4)ヘミシンク完全ガイドブックWave I~Wave VI
情報にアクセスする
・<目的>
各自にはＩ/Ｔｈｅｒｅというすべての自分の集合がある。そこにはそれまでの人生やさまざまな生で学んだ豊富な情報と叡智が蓄えられている。
・それは個人的なライブラリーであり、そこにアクセスすることでさまざまな情報を得ることができる。
・また、Ｉ/Ｔｈｅｒｅにはガイドと呼ばれる存在立もいて、あなたが情報を得る手助けをしてくれる。質問や疑問、悩み、問題があった場合にはガイドに聞いて答えやヒントをもらうこともできる。
・全71分。トイレ。リラックス環境。横⇒慣れたら椅子で。スレテオヘッドホンで聴く。
必ず、記録をとる。（慣れたら聴きながら記録）
ナレーションに従い、心の中で1から10までゆっくりと数えていく。10という声が聞こえたときには、心ははっきりと目覚めているが、肉体は深くリラックスした状態になっている。
その状態でアクセス・チャンネルを開いていく。
「あなたのあらゆる部分が開き、知覚と受信ができる状態」になる。
そのために、心の中で「プラス、11、アクセス」と唱える。
「あなたのあらゆる部分が受信可能な状態に開きます」
ナレーション
自分のアクセス・チャンネルの中をさらに深く入っていく。
「あなたという知識、経験、情報のすべてが宿る地点まで潜って下さい。全てが手に入る地点です。」

さらに深く入る。
全ての情報にアクセス可能な状態に到達。
ここから知識を引き出すためには、「プラス、取り戻す」と言う。
そして欲しい情報について考えると、答えがすぐに得られる。

しばらくじかんがあるので、取り戻したい情報を探る。
しばらくすると、ナレーションが「アクセス・チャンネルから離れ、10の状態へ戻りましょう」という。
アクセス・チャンネルを手放すために、心の中で「プラス、手放す、11、アクセス」と唱える。
アクセス・チャンネルが閉じる。

10の状態でしばらく休む。

<記録をとる>
・できるだけすぐに記録をとるようにする。メモをとっておけば、後でそれを元に記憶をたぐり寄せることもできる。

<グランディング>
・しっかりと意識を肉体に戻すことが大切。意識を戻すことをグランディングという。

・水を飲む、体を動かす、ストレッチをする、屋外を歩く、新鮮な空気を吸う、食事をとる、お風呂に浸かる。

<ポイント>
・心の中で誰かが話しているような感じで文が浮かぶ。
・多くの人の場合は、絵や画像、映像、シンボル（何かを象徴）が見える。
・その意味が分かる場合とわからない場合とある。
・身体的に来るという人もいる。体の一部にエネルギーが流れるとか、熱くなるという形だ。感情的に来る人もいる。
・ひと塊の情報を一挙に受け取り、後でそれを紐とくと膨大な量の情報が出てくるということもある。ただ、通常は断片的に来ることが多く、それを集めていって初めて全体像が見えてくる。

内なる英知
<目的>
心の奥底には、自分の本質がある。
それは叡智の源でもあり、安らぎと愛、喜びの尽きることのない源である。
この内なる存在は、自分自身であり、常に自分と共にある。
普段は心がせわしく働いているので、気がついていないだけだ。
恐れや批判、不安や不満などに左右されない、自分の本質。
　※このＣＤ（詳細は第９章へ）では、この自分の本質に気づき、その手助けを得ることを目的としている。

<全体の流れ>
ナレーションに従って、リラックスしていく。
呼吸に意識を向ける。
雑念が浮かんできても、感謝する。
ヘミシンクによって深い意識状態へと導かれていく。
この静かな感覚、単に存在するという感覚は、常に自分と共にあることに気づく。
この感覚は、自分自身、自分の本質。
恐れや批判、不安や不満などに左右されない、内なる存在。
安らぎと愛、喜び、尽きることのない英知の源。
心配や不満を感じるときは、この内なる本質に助けを求められる。
自分の思いどおりにならない状況を思い描く。
別の視点からとらえられないか、尋ねる。
心に思い浮かぶ考え、イメージ、感情に注意する。
しばらく、この状態で、新たな視点を探求する。
通常の目覚めた状態に戻る。
受け取ったメッセージに感謝する。
肉体に意識を戻す。

<記録をとる>

<グランディング>
参考


今、ココとつながる呼吸法
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